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蛋白質の柔らかい構造変化と分子モーター
蛋白質は生体分子機械である.蛋白質の本質は機能を発揮したり､その機能を調節した
りできることである.蛋白質の機能調節に普遍性を探すとしたら､それはたぶん､環境に
応じた構造変化であると思う.機能を発揮できる構造と発揮できない構造 (あるいは状態)
とがあってその間を遷移することによって機能調節を行っている.たとえば､細胞内への
シグナルがカルシウム濃度上昇によって伝えられると､カルモジュリンという蛋白質はカ
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ルシウム結合に応じて柔らかく構造変化して､その機能を発揮する活性状態になる.
あるいは､構造変化自身が機能である蛋白質も多い.たとえば､ATPによって構造変化
することを通じて動く分子モーターは､その代表選手である.最近､吉田､木下らのグル
ープが1分子観測によって見事な実験を行った､Fl-ATPaseという世界最小の回転分子モ
ーターを例に､構造変化を通じて実現される動的な機能のメカニズムを紹介する.
このようなモーターにおいて､ATP加水分解などのヌクレオチド状態の変化に応じて蛋
白質の安定構造がシフトする.折れたたみ問題とのアナロジーでは､郷モデルがスイッチ
したようなモデルを考えることができる.最近我々はこのようなモデルを考案して､それ
によってFトATPaseの回転運動を詳細に調べた.講演でその結果について述べる.
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